
韓
国
古
代
木
簡
の
調
査
現
況
と
そ
の
形
態
的
特
性

一
、
は

じ

め

に

木
簡
は
紙
が
存
在
し
な
い
時
代
や
貴
重
品
で
あ
っ
た
時
代
に
、
事
務
連
絡
用

の
文
書
や
帳
簿
、
習
書
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
紙
に
代
わ
る
文
字
記
録
用
材
で
あ

る
。
中
国
で
は
こ
れ
を
「
簡
牘
」
と
称
し
、
竹
製
の
も
の
を
「
簡
」、
木
製
の
も

の
を
「
牘
」
と
呼
ん
で
区
別
し
て
お
り
、
日
本
で
は
「
木
簡
」
も
し
く
は
「
木

札
」
と
呼
ん
で
い
る
。
も
と
も
と
中
国
で
は
紙
が
発
明
さ
れ
る
以
前
に
「
簡

牘
」
な
ど
を
紐
で
括
っ
て
冊
書
を
作
り
、
そ
こ
に
文
字
や
文
章
を
記
録
し
て
い

た
。
し
か
し
、
韓
国
の
場
合
、
最
も
古
い
も
の
が
六
世
紀
の
も
の
で
あ
り
、
日

本
の
場
合
も
七
世
紀
前
半
頃
に
使
用
さ
れ
始
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

頃
に
は
韓
日
両
国
に
紙
が
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。
韓
国
と
日
本
と
の
木
簡

に
は
冊
書
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
点
の

木
簡
内
で
内
容
を
完
結
さ
せ
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
中
国
と
比
べ
る
と
、

韓
日
両
国
の
木
簡
は
出
現
当
時
か
ら
紙
と
並
行
す
る
点
に
特
色
が
あ
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
、
紙
が
正
式
な
文
書
に
対
し
て
、
補
助
的
記
録
材
と
し
て
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
韓
国
の
木
簡
研
究
に
お
い
て
は
紙
木
併
用
期

木
簡
の
特
性
が
充
分
に
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
中
国
の
木
簡
は
、
戦
国
・

秦
・
両
漢
時
代
の
も
の
と
魏
晋
代
以
後
の
木
簡
と
で
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

出
土
し
た
簡
牘
の
全
体
数
量
が
集
計
し
難
い
ほ
ど
だ
が
、
長
沙
市
走
馬
樓
の
井

戸
跡
内
か
ら
だ
け
で
三
国
時
代
呉
の
紀
年
が
あ
る
呉
の
木
簡
（
呉
簡
）
約
十
万

点
が
発
掘
さ
れ
る
ほ
ど
資
料
が
豊
富
で
あ（
１
）
る
。
日
本
の
場
合
、
木
簡
の
発
掘
が

初
め
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
二
八
年
の
三
重
県
柚
井
遺
跡
で
あ

っ
た
が
、
古
代
史
研
究
の
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
は
一
九
六
一
年
に
平
城

宮
跡
か
ら
四
十
一
点
の
木
簡
が
出
土
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
平
城

宮
跡
の
木
簡
発
掘
後
、
急
速
に
出
土
例
が
増
加
し
た
日
本
の
木
簡
は
、
出
土
地

も
宮
都
遺
跡
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
方
官
衙
・
寺
院
な
ど
全
国
数
百
箇
所
に
拡
散

し
た
。
日
本
国
内
で
今
ま
で
に
報
告
さ
れ
た
出
土
数
は
約
二
十
万
点
に
達
し
て

い（
２
）
る
。

木
簡
の
発
掘
は
、
文
献
史
料
が
限
定
さ
れ
て
い
る
古
代
歴
史
研
究
に
多
く
の

新
し
い
資
料
を
提
供
し
研
究
者
ら
の
興
味
を
刺
激
す
る
。
こ
れ
は
、
伝
承
さ
れ

て
き
た
記
録
と
文
書
と
か
ら
扱
わ
れ
て
き
た
歴
史
が
、
身
近
な
土
中
に
、
今
尚
、

埋
も
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
来
る
感
興
が
あ
る
た
め
だ
ろ
う
。
ま
た
、
新

た
に
発
見
さ
れ
た
金
石
文
資
料
と
同
様
に
、
木
簡
に
は
既
存
の
史
料
か
ら
得
ら

―
国
際
研
究
集
会
の
研
究
報
告
―
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れ
な
い
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
関
連
す
る
研
究
者
の
関
心
を
引

い
て
き
た
。

筆
者
は
一
九
九
九
年
か
ら
始
ま
っ
た
扶
余
陵
山
里
寺
跡
遺
跡
の
寺
域
南
側
区

間
に
対
す
る
六
・
七
次
調
査
を
担
当
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
発
掘
中
、
台
地

造
成
土
の
下
部
で
低
湿
地
状
態
の
広
範
囲
な
泥
炭
層
を
確
認
し
、
泥
炭
層
に
対

す
る
調
査
で
図
ら
ず
も
二
十
余
点
の
百
済
時
代
の
木
簡
を
発
掘
す
る
こ
と
に
な

っ（
３
）
た
。
陵
山
里
木
簡
の
出
土
当
時
ま
で
、
我
国
で
は
大
半
が
新
羅
木
簡
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
百
済
木
簡
は
稀
な
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
木
簡
は
百
済

史
研
究
の
新
し
い
資
料
と
し
て
期
待
さ
れ
た
。
筆
者
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
木
簡

資
料
に
対
す
る
報
告
作
業
の
た
め
に
も
木
簡
と
い
う
遺
物
自
体
に
つ
い
て
の
一

般
的
理
解
が
必
要
と
な
っ
た
。
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
準
備
し
た
も
の

で
、
木
簡
研
究
発
展
の
た
め
の
小
さ
な
作
業
と
し
て
公
論
を
試
み
た
も
の
で
あ

る
。
私
な
り
の
問
題
把
握
か
ら
誤
謬
を
犯
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、

こ
れ
は
研
究
の
基
礎
段
階
に
お
い
て
、
あ
る
程
度
不
可
避
な
問
題
で
も
あ
る
だ

ろ
う
。
向
後
の
補
正
作
業
に
期
待
す（
４
）
る
。

二
、
韓
国
古
代
木
簡
調
査
の
現
況

韓
国
で
出
土
し
た
木
簡
は
中
国
や
日
本
の
も
の
に
比
べ
て
み
る
と
、
比
較
で

き
な
い
ほ
ど
極
め
て
少
な
い
数
量
に
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
は
低

湿
地
遺
跡
に
対
す
る
調
査
事
例
が
多
く
な
い
韓
国
の
遺
跡
調
査
現
況
に
起
因
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
韓
国
木
簡
の
調
査
研
究
現
況
に
つ
い
て
は
李
成
市
に

よ
っ
て
詳
細
に
整
理
さ
れ
て
い（
５
）
る
。
こ
こ
で
は
、
主
に
木
簡
の
形
態
的
特
徴
に

注
目
し
、
再
度
、
韓
国
木
簡
の
調
査
現
況
を
見
て
み
よ
う
と
思
う
。
李
成
市
に

よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
内
容
と
の
重
複
は
な
る
べ
く
避
け
る
が
、
最
近
、
追
加
し

て
報
告
さ
れ
た
資
料
や
新
し
い
論
議
点
が
出
て
い
る
遺
跡
は
紙
面
を
割
愛
し
て

扱
お
う
と
思
う
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
外
来
的
性
格
の
木
簡
と
い
え
る
楽
浪
遺
跡

の
漢
簡
を
参
考
資
料
と
し
て
含
め
た
。

こ
の
よ
う
な
観
察
範
囲
か
ら
見
る
と
、
韓
国
で
木
簡
が
最
初
に
発
掘
さ
れ
た

の
は
楽
浪
の
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
漢
簡
に
な
ろ
う
。
一
九
三
一
年
、
日
本
の
調

査
者
、
小
泉
顕
夫
に
よ
っ
て
大
同
江
南
岸
の
平
南
大
同
郡
南
串
面
南
井
里
第
一

一
六
号
（
彩
篋
塚
）
前
室
内
部
か
ら
、
長
さ
二
三
・
七
�
、
幅
七
・
二
�
、
厚

さ
〇
・
六
�
の
木
簡
一
点
が
発
掘
さ
れ（
６
）
た
。
こ
の
木
簡
に
は
、「
�
三
匹
、
故
吏

朝
鮮
丞
田
肱
謹
遣
吏
再
拜
封
祭
」
と
い
う
墨
書
が
三
行
で
記
さ
れ
て
い
る
。
彩

篋
塚
は
後
漢
末
期
を
前
後
す
る
時
期
に
築
造
さ
れ
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
お

り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
木
簡
は
三
世
紀
前
半
頃
の
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
こ
の
木
簡
は
、
製
作
者
と
製
作
動
機
な
ど
と
を
韓
国
史
の
展
開
過

程
と
関
連
さ
せ
て
見
る
な
ら
ば
韓
国
木
簡
と
は
言
い
難
い
が
、
朝
鮮
半
島
内
で

発
掘
さ
れ
た
空
間
的
背
景
に
因
っ
て
韓
国
古
代
木
簡
の
性
格
を
理
解
す
る
の
に

重
要
な
資
料
と
な
り
得
る
。

よ
り
厳
密
な
意
味
で
の
韓
国
古
代
木
簡
発
掘
史
は
、
一
九
七
五
年
、
慶
州
雁

鴨
池
か
ら
発
掘
さ
れ
た
五
一
点
の
木
簡
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
、
雁
鴨
池
の
木

簡
が
発
見
さ
れ
た
後
、
今
ま
で
に
十
一
箇
所
か
ら
約
一
七
三
点
の
木
簡
出
土
例

が
報
告
さ
れ
て
き
た
。
雁
鴨
池
の
木
簡
は
記
載
さ
れ
た
年
号
、
も
し
く
は
、
干

支
に
よ
っ
て
景
徳
王
十
年
（
七
五
一
）
か
ら
恵
恭
王
九
年
（
七
七
四
）
の
二
三

年
間
に
該
当
す
る
時
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い（
７
）
る
。
新
羅
官
等
の
う
ち
十
二

等
の
官
位
で
あ
る
「
韓
舍
」
が
あ
り
、「
洗
宅
」
と
い
う
官
司
名
も
出
土
し
た
。

雁
鴨
池
木
簡
は
断
面
が
長
方
形
の
板
状
形
態
の
も
の
が
多
く
を
占
め
て
い
る
が
、

横
断
面
方
形
の
四
角
柱
状
木
簡
も
含
ん
で
お
り
、
断
面
が
円
形
に
近
い
円
柱
状

の
も
の
も
あ
る
。
板
状
木
簡
は
表
面
、
も
し
く
は
、
稀
に
表
裏
両
面
に
墨
書
さ
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れ
る
が
、
四
角
柱
状
と
円
柱
状
の
も
の
に
は
、
三
面
の
墨
書
、
四
面
の
墨
書
だ

け
で
な
く
六
面
に
か
け
て
墨
書
し
た
も
の
も
あ
る
。
書
式
は
表
裏
両
面
に
一
行

書
き
で
書
い
た
も
の
が
多
く
、
二
行
書
き
の
部
分
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
懸
垂

用
構
造
と
し
て
は
上
端
両
面
に
Ｖ
字
形
の
切
込
み
が
あ
っ
た
り
、
稀
に
上
下
端

両
面
に
Ｖ
字
形
の
切
込
み
を
入
れ
る
も
の
が
あ
り
、
木
簡
上
端
部
中
央
に
円
孔

を
穿
つ
も
の
も
一
点
含
ま
れ
て
い
る
。

百
済
時
代
の
七
世
紀
初
頭
に
創
建
さ
れ
た
も
の
で
調
査
さ
れ
た
全
北
益
山
の

弥
勒
寺
跡
に
対
す
る
発
掘
過
程
で
も
二
点
の
木
簡
片
が
出
土
し
た
。
こ
の
木
簡

は
西
蓮
池
南
側
護
岸
外
部
の
泥
上
層
か
ら
出
土
し
た
が
、
出
土
遺
構
の
性
格
か

ら
百
済
時
代
木
簡
と
し
て
報
告
さ
れ（
８
）
た
。
二
点
と
も
に
横
断
面
方
形
の
四
角
柱

状
で
、
一
点
は
四
面
す
べ
て
で
墨
書
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
一
点
は
一
面
に
の

み
墨
書
が
あ
る
。
弥
勒
寺
跡
の
木
簡
は
欠
失
品
で
あ
る
た
め
残
っ
て
い
る
文
字

は
多
く
な
く
、「
…
山
五
月
二
日
…
」
な
ど
の
少
数
の
墨
書
が
判
読
さ
れ
て
い
る

の
み
で
あ
る
の
で
史
料
的
価
値
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
百
済
地
域
の
地
方
出
土

木
簡
と
し
て
は
初
め
て
出
土
し
た
例
と
い
う
点
で
、
向
後
、
百
済
地
域
木
簡
出

土
の
地
域
的
拡
散
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
弥
勒
寺
跡
遺
跡
か

ら
は
木
簡
と
ほ
ぼ
同
大
・
同
形
態
で
あ
る
が
石
材
で
製
作
さ
れ
た
、
所
謂
、

「
墨
書
銘
石
簡
」
が
出
土
し
て
お
り
、
木
簡
の
機
能
と
性
格
を
理
解
す
る
上
で

興
味
深
い
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
雁
鴨
池
木
簡
と
と
も
に
新
羅
木
簡
と
し
て

雁
鴨
池
近
隣
地
域
で
発
掘
さ
れ
た
慶
州
月
城
垓
字
出
土
木
簡
は
、
墨
書
内
容
の

文
字
数
が
少
な
く
、
こ
う
だ
と
言
え
る
解
釈
が
成
さ
れ
な
い
で
い（
９
）
る
。
一
九
八

四
年
の
試
掘
調
査
で
出
土
し
た
一
点
の
場
合
、
板
状
で
下
端
部
両
側
面
に
Ｖ
字

形
の
切
込
み
が
あ
る
。
ま
た
他
の
一
点
は
、
断
面
方
形
の
四
角
柱
状
で
四
面
に

か
け
て
墨
書
が
あ
る
。

百
済
か
ら
高
句
麗
、
新
羅
へ
の
領
域
変
化
を
経
た
河
南
の
二
聖
山
城
か
ら
も

木
簡
の
出
土
が
続
い
て
い
る
。
二
聖
山
城
は
京
畿
道
河
南
市
春
宮
洞
、
草
一
洞
、

廣
巖
洞
な
ど
三
つ
の
行
政
洞
に
位
置
す
る
二
聖
山
中
腹
に
築
造
さ
れ
た
石
築
山

城
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
に
行
わ
れ
た
二
聖
山
城
三
次
発
掘
調
査
で
は
、
Ａ
地

区
の
一
次
貯
水
池
か
ら
「
南
漢
城
」
と
「
須
城
」
の
城
名
が
書
か
れ
た
「
戊
辰

年
」
銘
木
簡
を
始
め
、
木
簡
十
一
点
が
出
土
し
た
。
戊
辰
銘
木
簡
に
は
報
告
者

に
よ
っ
て
六
〇
八
年
と
推
定
さ
れ
た
「
戊
辰
年
」
と
い
う
銘
文
と
「
道
使
」・

「
村
主
」
な
ど
の
表
現
が
含
ま
れ
て
お
り
、
新
羅
が
地
方
で
軍
事
活
動
を
展
開
し

て
い
た
当
時
の
事
態
と
関
連
す
る
内
容
と
理
解
さ
れ
て
き（
１０
）
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
後
、
二
聖
山
城
八
次
調
査
の
過
程
で
、
Ｃ
地
区
貯
水
池
か
ら
「
辛
卯
」
の
干

支
が
記
さ
れ
た
新
た
な
木
簡
が
出
土
し
た
。
こ
こ
に
は
「
褥
薩
」
と
い
う
高
句

麗
の
官
職
名
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
高
句
麗
木
簡
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
二
聖

山
城
の
辛
卯
年
銘
木
簡
は
、
最
初
の
高
句
麗
木
簡
と
い
う
点
で
新
羅
や
百
済
木

簡
の
み
知
ら
れ
て
き
た
韓
国
木
簡
研
究
史
に
重
要
な
資
料
を
追
加
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
、「
辛
卯
」
銘
木
簡
の
報
告
者
は
、
以
前
に
発
掘
さ
れ
た
「
戊

辰
年
」
銘
木
簡
も
、
や
は
り
、
製
作
手
法
と
書
体
、
形
態
な
ど
が
「
辛
卯
」
銘

木
簡
と
同
一
で
あ
り
、
同
じ
貯
水
池
の
上
層
か
ら
出
土
し
た
新
羅
木
簡
と
区
別

さ
れ
る
と
み
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
過
去
に
新
羅
の
軍
事
活
動
と
関
連
す

る
も
の
と
理
解
し
て
き
た
「
戊
辰
年
」
銘
木
簡
も
高
句
麗
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ

た
高
句
麗
木
簡
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ（
１１
）
う
。
報
告
さ
れ
た
辛

卯
銘
木
簡
の
製
作
時
期
を
そ
の
ま
ま
受
用
す
る
と
、
こ
の
木
簡
は
、
一
九
三
一

年
に
発
掘
さ
れ
た
楽
浪
の
漢
簡
を
除
き
、
我
国
で
出
土
し
た
木
簡
の
う
ち
最
初

の
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
二
聖
山
城
木
簡
の
形
態
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ

る
。
一
つ
は
高
句
麗
木
簡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
戊
辰
銘
・
辛
卯
銘
木
簡
で
、

断
面
正
方
形
の
四
角
柱
状
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
戊
辰
年
銘
木
簡
は
三
面

に
墨
書
、
辛
卯
銘
木
簡
は
四
面
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ａ
地
区
や
Ｃ
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地
区
の
新
羅
文
化
層
か
ら
発
掘
さ
れ
る
木
簡
は
す
べ
て
横
断
面
長
方
形
の
板
状

で
あ
り
、
上
端
部
両
側
に
Ｖ
字
の
切
込
み
を
入
れ
て
紐
を
括
れ
る
よ
う
に
す
る

も
の
や
上
下
両
端
部
に
切
込
み
を
入
れ
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

慶
州
皇
南
洞
３７６
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
二
点
の
木
簡
は
、
遺
跡
か
ら
の
木
簡
出

土
層
位
が
八
世
紀
前
半
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、「
下
椋
」「
仲
椋
」
と
い
う
表
現

が
入
っ
て
い
る
た
め
、
統
一
期
新
羅
の
財
政
と
収
蔵
施
設
に
関
す
る
資
料
と
い

う
解
釈
を
得
て
い
る
。
一
点
は
長
さ
一
七
・
五
�
、
幅
二
�
、
厚
さ
〇
・
六
�

の
板
状
で
あ
り
、
も
う
一
点
の
場
合
は
横
断
面
方
形
の
四
角
柱
状
で
、
二
面
に

各
々
一
行
ず
つ
墨
書
を
残
し
て
い（
１２
）
る
。

慶
州
雁
鴨
池
出
土
品
に
次
い
で
数
量
的
に
多
く
の
木
簡
資
料
を
提
供
し
て
く

れ
る
の
は
、
や
は
り
、
城
山
山
城
出
土
木
簡
で
あ（
１３
）
る
。
慶
南
咸
安
の
城
山
山
城

か
ら
出
土
し
た
こ
れ
ら
の
木
簡
は
、
一
九
九
一
年
か
ら
一
九
九
四
年
ま
で
行
わ

れ
た
発
掘
調
査
で
全
二
七
点
が
出
土
し
た
が
、
そ
の
う
ち
墨
書
が
確
認
さ
れ
る

も
の
が
二
四
点
に
達
し
、
墨
書
内
容
も
多
い
ほ
う
で
あ
る
。
朱
甫
暾
は
外
位
の

表
記
方
法
か
ら
推
測
し
て
、
こ
れ
ら
の
木
簡
を
、
安
羅
が
新
羅
領
域
に
編
入
さ

れ
た
直
後
で
あ
る
五
六
〇
年
代
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
推
定
し（
１４
）
た
。
こ
の
よ
う

な
城
山
山
城
木
簡
の
製
作
年
代
推
定
に
は
概
ね
意
見
が
近
接
し
て
い
る
が
、
木

簡
の
機
能
や
用
途
に
つ
い
て
は
互
い
に
異
な
る
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
朱

甫
暾
は
こ
れ
ら
の
木
簡
を
、
異
な
る
地
域
民
を
動
員
し
、
新
た
に
編
入
さ
れ
た

咸
安
地
域
に
築
城
し
な
が
ら
分
野
別
責
任
者
た
ち
の
人
名
を
記
録
し
た
名
簿
と

理
解
し
た
の
に
対
し
、
李
成
市
な
ど
日
本
の
研
究
者
た
ち
は
、
木
簡
の
形
態
と

記
載
内
容
か
ら
み
て
新
羅
領
域
内
の
各
地
方
か
ら
城
山
山
城
に
持
ち
込
ん
だ
物

品
に
付
け
た
荷
札
と
み（
１５
）
る
。
城
山
山
城
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
大
部
分
が
横
断

面
長
方
形
か
レ
ン
ズ
形
の
板
状
で
あ
り
、
表
面
も
し
く
は
表
裏
両
面
に
一
行
の

墨
書
を
残
し
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
遺
跡
出
土
木
簡
の
場
合
、
下

端
部
の
左
右
側
に
Ｖ
字
形
の
切
込
み
を
入
れ
る
も
の
が
多
く
、
一
部
は
下
端
部

に
孔
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
下
端
部
に
施
し
た
懸
垂

用
構
造
は
尼
雅
遺
跡
出
土
の
晋
簡
に
そ
の
起
源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
点
が

指
摘
さ
れ
て
い（
１６
）
る
。

百
済
の
遺
跡
で
は
最
後
の
都
で
あ
っ
た
扶
余
地
域
か
ら
の
木
簡
出
土
が
続
い

て
い
る
。
韓
国
最
初
の
木
簡
発
掘
と
い
え
る
雁
鴨
池
木
簡
の
発
掘
か
ら
八
年
後

の
一
九
八
三
年
、
扶
余
官
北
里
の
推
定
百
済
王
宮
跡
遺
跡
の
蓮
池
か
ら
二
点
の

木
簡
が
出
土
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
墨
書
は
判
読
で
き
な
か
っ
た
。
官
北
里

木
簡
は
二
点
と
も
に
板
状
で
、
う
ち
一
点
の
一
面
に
だ
け
墨
書
の
痕
跡
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
点
の
木
簡
に
は
上
端
部
両
側
に
Ｖ
字
形
の
溝
を
彫（
１７
）
る
。

そ
の
後
の
一
九
九
五
年
、
宮
南
池
か
ら
二
点
の
木
簡
が
発
掘
さ
れ
た
が
、
そ
の

う
ち
一
点
か
ら
「
西
�
後
巷
」・「
巳
逹
巳
斯
」
な
ど
三
七
字
が
判
読
さ
れ
、
王

京
内
の
行
政
地
域
と
人
名
、
地
名
な
ど
の
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
て
い（
１８
）
る
。
宮

南
池
の
木
簡
は
二
点
に
過
ぎ
な
い
が
、
百
濟
木
簡
の
墨
書
と
し
て
は
稀
な
こ
と

に
多
く
の
文
字
が
判
読
さ
れ
た
と
い
う
点
で
そ
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

宮
南
池
木
簡
は
断
面
長
方
形
の
板
状
で
あ
り
、
上
端
か
ら
四
・
九
�
の
所
に
径

〇
・
五
�
大
の
円
孔
が
あ
る
。
こ
の
孔
は
懸
垂
孔
と
見
る
に
は
か
な
り
中
央
側

に
寄
っ
て
い
る
点
が
目
に
留
ま
る
が
、
他
の
用
途
の
可
能
性
は
考
え
に
く
い
。

一
九
九
八
年
に
は
扶
餘
雙
北
里
の
住
宅
建
設
事
業
地
区
か
ら
も
木
簡
二
点
が
発

掘
さ
れ
た
。
出
土
し
た
遺
構
は
百
済
時
代
の
水
路
、
井
戸
、
建
物
基
壇
な
ど
で

あ
り
、
こ
の
遺
構
は
七
世
紀
中
葉
頃
の
も
の
で
、
相
当
な
規
模
の
官
公
建
築
物

で
あ
っ
た
場
所
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
木
簡
の
墨
書
は
判
読
で
き
な
か
っ
た
が
、

形
態
は
板
状
で
上
端
部
両
側
に
Ｖ
字
形
の
切
込
み
が
入
れ
ら
れ
て
い（
１９
）
る
。

新
羅
の
王
京
か
ら
外
れ
た
慶
南
金
海
市
鳳
凰
洞
の
低
湿
地
で
発
掘
さ
れ
た

�
論
語
木
簡
�
は
、
王
京
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
発
掘
位
置
と
と
も
に
、
記
録
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さ
れ
た
内
容
の
特
異
性
に
よ
っ
て
関
心
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
木
簡
は

論
語
第
五
編
「
公
冶
長
」
の
句
節
を
記
し
て
い
る
が
、
三
国
時
代
に
製
作
さ
れ

た
儒
教
経
典
の
記
録
を
初
め
て
見
せ
て
く
れ
た
も
の
で
、
木
簡
が
儒
教
経
典
の

学
習
用
に
製
作
さ
れ
た
可
能
性
を
示
し
て
お
り
、
興
味
を
引
く
。
こ
の
論
語
木

簡
に
関
す
る
内
容
も
や
は
り
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
り
、
具

体
的
に
知
る
こ
と
は
難
し
い
状
態
だ
が
、
木
簡
が
出
土
し
た
遺
跡
は
、
金
海
一

帯
の
金
官
伽
耶
が
滅
亡
し
た
直
後
、
新
羅
人
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
も
の
と
い

う
推
定
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
推
定
が
妥
当
性
を
持
つ
も
の
と
す

れ
ば
、
木
簡
の
製
作
時
期
が
六
世
紀
代
ま
で
遡
り
得
る
だ
ろ
う
。
木
簡
の
形
態

は
横
断
面
が
正
方
形
に
近
い
四
角
柱
状
で
四
面
す
べ
て
に
墨
書
が
残（
２０
）
る
。

扶
余
陵
山
里
の
木
簡
は
、
百
済
金
銅
大
香
炉
と
昌
王
銘
舎
利
龕
の
発
掘
で
広

く
知
ら
れ
て
い
る
陵
山
里
寺
跡
の
中
門
南
側
排
水
施
設
か
ら
出
土
し
た
。
木
簡

が
出
土
し
た
寺
跡
南
側
の
排
水
施
設
は
、
後
に
整
備
さ
れ
た
西
排
水
路
の
下
に

位
置
し
て
お
り
、
中
門
南
側
地
域
に
対
す
る
台
地
造
成
土
の
下
で
確
認
さ
れ
て

い
る
た
め
、
寺
の
造
成
初
期
に
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
陵
山
里
寺
跡
は

五
六
七
年
で
あ
る
昌
王
十
三
年
の
銘
文
が
あ
る
舎
利
龕
の
記
録
に
よ
り
、
百
済

聖
王
の
戦
死
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
発
願
寺
院
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
木
簡
の
製
作
・
使
用
は
寺
の
造
成
初
期
か
ら
百
済
滅
亡
以
前
ま

で
の
間
に
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
層
位
や
遺
物
状
況
、
そ
し
て
墨
書
記
録
の

書
体
な
ど
を
通
し
て
、
泗
�
遷
都
直
後
の
五
四
〇
年
前
後
か
ら
威
徳
王
代
中
頃

ま
で
の
三
十
余
年
間
に
主
に
製
作
・
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ（
２１
）
る
。

こ
の
遺
跡
か
ら
は
刻
書
墨
書
銘
木
簡
と
と
も
に
奈
率
、
対
徳
な
ど
の
百
済
官
職

名
と
人
名
、
行
政
区
域
な
ど
が
記
録
さ
れ
た
二
三
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
こ

れ
ら
の
中
で
、
形
態
と
文
字
記
録
方
法
に
よ
り
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
つ
の
木

簡
内
に
刻
書
と
墨
書
と
を
一
緒
に
残
す
刻
書
墨
書
銘
木
簡
で
あ
る
。
こ
の
木
簡

は
横
断
面
が
円
形
に
近
い
円
柱
状
で
、
下
端
部
を
細
く
削
り
出
し
、
長
方
形
の

孔
に
差
し
込
ん
で
木
簡
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
作
っ
て
い
る
。
上
端
部
の
構
造

や
木
簡
全
体
の
姿
も
男
根
形
を
模
倣
し
て
お
り
、
形
態
と
記
録
方
法
す
べ
て
に

お
い
て
こ
れ
ま
で
に
報
告
さ
れ
て
い
な
い
新
し
い
類
型
の
木
簡
資
料
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
は
、
天
、
无
奉
、
奉
義
な
ど
が
刻
字
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
刻

字
銘
文
の
下
に
、
再
度
、
墨
書
銘
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
木
簡
の
特
殊
な
形
態

と
記
録
さ
れ
た
内
容
な
ど
は
、
こ
の
木
簡
が
呪
術
的
性
格
の
用
途
に
使
用
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
り
祭
祀
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

残
り
の
木
簡
に
は
板
状
の
も
の
が
多
く
、
表
面
に
一
行
の
墨
書
を
記
載
し
た
も

の
と
表
裏
両
面
に
記
載
し
た
も
の
、
二
行
の
墨
書
を
残
す
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、

断
面
方
形
の
四
角
柱
状
木
簡
の
四
面
に
墨
書
を
残
す
も
の
も
あ
る
。
定
置
用
構

造
と
し
て
は
、
先
述
し
た
刻
書
墨
書
銘
木
簡
下
端
部
の
尖
形
結
合
構
造
が
注
目

さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
長
方
形
の
孔
に
差
し
て
立
て
ら
れ
る
形
態
と
い
う
点
で
、

懸
垂
用
構
造
と
い
う
よ
り
は
定
置
用
構
造
と
呼
ば
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ

の
他
に
は
、
上
端
部
に
Ｖ
字
形
の
切
込
み
を
入
れ
た
も
の
と
上
端
中
央
部
に
円

孔
を
穿
っ
た
も
の
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

以
上
で
見
て
き
た
韓
国
古
代
木
簡
出
土
遺
跡
の
分
布
を
地
図
に
示
し
た
の
が

図
１
で
あ
る
。
地
図
に
示
さ
れ
た
空
間
的
分
布
を
通
し
て
み
る
と
、
や
は
り
三

国
中
、
高
句
麗
地
域
か
ら
の
出
土
が
多
く
な
い
こ
と
が
目
立
つ
。
し
か
し
、
高

句
麗
地
域
に
残
る
空
白
は
、
逆
に
、
向
後
の
出
土
可
能
性
を
暗
示
す
る
も
の
と

も
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
韓
国
木
簡
資
料
の
現
況
を
集
成
し
て
整
理
す
る
と
表

１
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ（
２２
）
う
。
依
然
と
し
て
、
出
土
木
簡
の
数
量
自
体
が
制
限
的

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
隣
接
す
る
中
国
や
日
本
の
そ
れ
ら
と
比
較
し
て
、
我
国

の
木
簡
が
持
つ
形
態
的
、
時
代
的
特
性
な
ど
が
総
合
的
に
検
討
さ
れ
る
機
会
も

未
だ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
遺
物
だ
け
で
も
、
韓
国
の
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木
簡
は
古
代
史
研
究
の
新
し
い
資
料
と
し
て
一
定
の
可
能
性
を
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
何
よ
り
も
、
向
後
、
資
料
増
加
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
事
実

が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

三
、
遺
跡
の
性
格
と
製
作
時
期

韓
国
木
簡
の
製
作
時
期
と
形
態
的
特
徴
を
、
遺
跡
の
性
格
と
関
連
し
て
集
め

て
み
た
の
が
表
２
で
あ（
２３
）
る
。
こ
の
表
か
ら
は
、
内
容
が
多
様
に
な
っ
て
い
る
韓

国
木
簡
資
料
の
変
化
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
近
ま
で
、
韓
国
木
簡
は

雁
鴨
池
を
始
め
、
新
羅
木
簡
が
大
部
分
を
占
め
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
最
近
の
資
料
増
加
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
認
識
も
新
し
く
変
わ
っ

て
き
た
。
変
化
の
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
二
聖
山
城

八
次
調
査
で
出
土
し
た
辛
卯
銘
高
句
麗
木
簡
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
の
出
現
で
三

国
時
代
三
国
の
木
簡
の
面
貌
が
す
べ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
二

〇
〇
〇
年
か
ら
は
扶
余
陵
山
里
寺
跡
か
ら
二
三
点
の
百
済
木
簡
が
出
土
し
、
百

済
木
簡
も
ま
た
内
容
上
、
ま
た
量
的
に
も
比
重
が
大
き
く
な
っ
た
。

出
土
数
量
で
み
る
と
、
古
新
羅
と
統
一
期
を
含
め
て
新
羅
木
簡
が
最
も
多
い

が
、
木
簡
出
土
遺
跡
の
分
布
数
で
は
百
済
遺
跡
が
五
箇
所
で
あ
り
、
新
羅
木
簡

出
土
遺
跡
五
箇
所
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
出
土
遺

跡
数
の
増
加
は
、
向
後
、
百
済
遺
跡
か
ら
の
資
料
増
加
の
可
能
性
が
高
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
木
簡
出
土
遺
跡
の
性
格
把
握
に
は
、
依

然
、
木
簡
内
容
の
判
読
と
関
連
し
て
未
解
決
の
問
題
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
例

を
挙
げ
る
と
、
戊
辰
銘
、
辛
卯
銘
木
簡
以
外
の
二
聖
山
城
か
ら
出
土
し
た
木
簡

の
性
格
と
関
連
す
る
問
題
や
、
墨
書
内
容
に
つ
い
て
の
判
読
が
困
難
な
弥
勒
寺

跡
出
土
木
簡
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
問
題
な
ど
が
あ
る
。
出
土
遺
跡
の
性
格

を
通
し
て
韓
国
木
簡
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
努
力
も
、
こ
の
よ
う
な
問
題
の
解

決
が
先
行
し
な
い
こ
と
に
は
成
果
を
期
待
す
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

表
２
で
韓
国
木
簡
出
土
遺
跡
を
位
置
別
に
み
る
と
、
楽
浪
の
漢
簡
を
除
外
し

た
十
一
遺
跡
中
、
七
箇
所
が
王
京
遺
跡
で
、
王
京
か
ら
の
出
土
が
最
も
頻
繁
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
王
京
以
外
で
は
中
央
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
方
の
遺
跡
が

四
箇
所
だ
が
、
こ
の
中
に
は
領
土
戦
争
の
展
開
過
程
で
戦
闘
が
進
行
し
て
い
た

辺
境
と
し
て
の
山
城
遺
跡
の
比
重
が
際
立
っ
て
い
る
。
出
土
遺
跡
の
性
格
別
に

み
る
と
、
や
は
り
宮
園
遺
跡
が
三
箇
所
と
最
も
多
く
、
寺
刹
が
二
箇
所
で
山
城

遺
跡
が
二
箇
所
で
あ
る
。
そ
の
他
、
官
公
建
物
跡
と
推
定
さ
れ
る
遺
跡
が
一
箇

所
、
垓
字
、
工
房
跡
、
低
湿
地
と
報
告
さ
れ
る
遺
跡
が
各
々
一
箇
所
ず
つ
含
ま

れ
て
い
る
。
遺
跡
の
性
格
と
関
連
し
て
指
摘
で
き
る
特
徴
は
、
韓
国
の
木
簡
出

土
遺
跡
中
に
墳
墓
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
中
国
の
場

合
、
墓
の
副
葬
品
埋
納
と
関
連
す
る
内
容
を
記
す
か
、
も
し
く
は
、
墓
誌
石
と

同
じ
役
割
を
す
る
墳
墓
埋
納
木
牘
の
発
見
例
が
多
数
知
ら
れ
て
い（
２４
）
る
。
し
か
し
、

韓
国
の
木
簡
に
は
中
国
の
木
簡
で
多
く
発
見
さ
れ
る
墳
墓
埋
納
木
簡
を
探
す
こ

と
が
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
が
、
ま
だ
発
見
数
量
が
少
数
に
過
ぎ
な
い
木

簡
調
査
の
初
期
段
階
で
現
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
墳
墓
埋
納
木
簡
の
未
発
見
の
現
象
が
、
調
査
の
不
足
に

始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
韓
国
で
こ
れ
ま
で
考
古
学

的
調
査
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
遺
跡
の
最
も
多
い
も
の
が
埋
葬
遺
跡
だ
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
古
墳
調
査
過
程
で
墳
墓
内
部
か
ら
の
木
簡
出
土
が
な
い
点

か
ら
推
測
し
て
み
る
と
、
墳
墓
埋
納
木
簡
の
不
在
現
象
は
韓
国
木
簡
の
一
つ
の

特
徴
で
あ
る
と
判
断
し
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
ま
た
は
、
こ
の
よ
う
な
韓
中
木
簡

に
お
け
る
差
は
文
化
的
差
異
を
反
映
す
る
現
象
で
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
古
代

東
ア
ジ
ア
の
文
化
伝
播
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
み
れ
ば
、
韓
国
の
木
簡
が
中
国

74



木
簡
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

韓
国
木
簡
と
中
国
木
簡
と
の
間
に
は
木
簡
の
機
能
の
よ
う
な
重
要
な
側
面
で
大

き
な
差
が
見
ら
れ
る
。
同
じ
朝
鮮
半
島
内
部
の
出
土
品
で
あ
っ
て
も
漢
文
化
の

所
産
で
あ
る
平
壌
楽
浪
の
彩
篋
塚
出
土
木
簡
が
墳
墓
埋
納
木
簡
で
あ
る
こ
と
に

注
目
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
差
は
さ
ら
に
明
ら
か
と
な
る
。
楽
浪
彩
篋
塚
出
土

木
簡
と
韓
国
木
簡
の
中
で
最
も
古
い
も
の
と
報
告
さ
れ
た
二
聖
山
城
の
高
句
麗

木
簡
と
は
四
世
紀
ほ
ど
の
時
間
的
隔
た
り
が
あ
る
が
、
朝
鮮
半
島
内
で
使
用
さ

れ
て
い
た
空
間
的
背
景
に
注
目
す
れ
ば
、
彩
篋
塚
木
簡
が
持
つ
墳
墓
埋
納
機
能

が
高
句
麗
や
百
済
の
木
簡
に
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
点
は
、
韓
中
木
簡
の
間
に
存

在
す
る
差
異
を
最
も
よ
く
示
し
て
い
る
。

韓
国
木
簡
の
製
作
時
期
に
関
し
て
は
、
個
別
の
木
簡
の
製
作
時
期
に
つ
い
て

互
い
に
異
な
る
見
解
が
存
在
可
能
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
よ
う
な
見
解

差
に
つ
い
て
の
論
議
が
依
然
と
し
て
進
行
中
で
あ
る
。
本
稿
は
韓
国
木
簡
の
製

作
時
期
を
本
格
的
に
扱
う
も
の
で
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、
木
簡
の
製
作
時

期
を
、
主
に
報
告
書
上
で
提
示
さ
れ
た
遺
跡
の
形
成
時
期
を
根
拠
に
把
握
し
た
。

ま
た
、
報
告
書
や
説
明
会
資
料
刊
行
後
に
発
表
さ
れ
た
文
章
を
参
考
に
し
て
、

韓
国
木
簡
の
製
作
時
期
の
大
ま
か
な
様
相
を
探
っ
て
み
た
。
表
２
で
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
韓
国
木
簡
の
製
作
時
期
は
六
世
紀
初
の
二
聖
山
城
の
高
句
麗
木
簡
か

ら
始
ま
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
雁
鴨
池
出
土
木
簡
が
八
世
紀
中
葉
ま
で
下
る

も
の
と
理
解
さ
れ
る
の
で
韓
国
木
簡
の
使
用
時
期
幅
は
大
ま
か
に
見
て
六
世
紀

初
か
ら
八
世
紀
中
葉
に
至
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

日
本
の
場
合
、
過
去
に
八
世
紀
の
木
簡
が
主
に
出
土
し
て
お
り
、
近
来
、
七

世
紀
の
木
簡
が
発
掘
さ
れ
て
七
世
紀
の
木
簡
の
問
題
が
新
し
い
論
点
に
な
っ
て

い
る
。
使
用
時
期
の
観
点
で
み
る
と
、
韓
国
の
木
簡
は
、
七
世
紀
を
遡
る
こ
と

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
日
本
の
木
簡
研
究
に
少
な
か
ら
ず
意
義
を
持
つ
こ
と
に

な
っ
た
。
中
国
の
簡
牘
は
戦
国
時
代
と
秦
漢
に
か
け
て
の
も
の
が
大
部
分
で
あ

り
、
樓
蘭
地
方
の
晋
代
簡
牘
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
戦
国
時
代
か
ら
晋
に
至

る
千
余
年
間
使
用
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
中
国
で
は
南
北
朝

時
代
の
後
期
で
あ
る
六
世
紀
に
入
る
と
木
簡
の
使
用
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。

こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
紙
の
普
及
と
も
関
連
す
る
現
象
で
あ
ろ
う
。
韓
国
木
簡
の

製
作
・
使
用
時
期
は
、
中
国
木
簡
の
盛
用
期
と
い
え
る
漢
代
〜
魏
晋
代
か
ら
相

当
の
間
隔
を
置
い
た
後
だ
と
い
う
点
で
、
時
間
的
背
景
に
お
い
て
も
中
国
木
簡

の
使
用
伝
統
の
直
接
受
容
の
可
能
性
を
懐
疑
的
に
さ
せ
る
。
一
般
的
に
中
国
の

木
簡
は
戦
国
・
秦
・
両
漢
時
代
の
も
の
が
数
量
面
で
も
多
く
、
内
容
も
豊
富
で

あ
る
。
し
か
し
、
魏
晋
代
以
後
に
な
る
と
、
中
国
の
木
簡
は
そ
の
使
用
数
量
自

体
が
大
き
く
減
り
、
そ
れ
も
大
部
分
墳
墓
に
埋
納
す
る
名
謁
と
遣
策
と
し
て
扱

わ
れ
て
お
り
、
内
容
も
や
は
り
非
常
に
貧
弱
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い（
２５
）
る
。

中
国
木
簡
の
衰
退
期
が
即
ち
韓
国
の
盛
用
期
に
な
る
と
い
う
時
間
的
背
景
に
因

っ
て
、
中
国
木
簡
に
現
れ
た
こ
の
よ
う
な
変
化
は
韓
国
木
簡
の
性
格
を
理
解
す

る
上
で
も
示
唆
す
る
所
が
大
き
い
。
要
す
る
に
、
そ
の
よ
う
な
共
時
的
背
景
の

中
で
も
韓
国
木
簡
は
既
に
末
期
に
入
っ
て
い
る
中
国
木
簡
の
一
つ
の
特
徴
で
あ

る
墳
墓
埋
納
機
能
を
受
容
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
差
異
は
、
韓

国
木
簡
が
中
国
木
簡
と
は
異
な
る
木
簡
使
用
の
伝
統
か
ら
出
発
し
て
い
る
こ
と

を
再
度
確
認
さ
せ
て
く
れ
る
。

四
、
韓
国
木
簡
の
形
態
的
特
性

韓
国
の
木
簡
は
、
そ
の
性
格
を
把
握
す
る
た
め
に
統
計
的
に
分
析
を
す
る
に

は
ま
だ
出
土
量
自
体
が
多
く
な
く
、
統
計
作
業
の
た
め
の
母
集
団
と
し
て
の
規

模
が
充
分
で
は
な
い
状
態
で
あ
る
。
ま
た
、
出
土
し
た
木
簡
の
中
に
は
、
報
告
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書
が
刊
行
後
に
も
木
簡
の
製
作
時
期
や
木
簡
の
機
能
、
木
簡
を
製
作
し
た
政
治

体
の
性
格
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
が
依
然
と
し
て
充
分
で
は
な
い
も
の
が
多
い
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
資
料
を
土
台
に
分
析
を
行
え
る
部
分
で

あ
る
規
格
性
調
査
を
試
み
た
。
そ
し
て
、
少
し
踏
み
込
ん
で
木
簡
の
形
態
や
機

能
な
ど
に
つ
い
て
の
若
干
の
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

１
、
規
格
性

韓
国
木
簡
の
規
格
性
を
探
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
韓
国
木
簡
の

法
量
を
一
つ
に
集
め
て
み
た
。
表
３
と
表
４
は
こ
の
よ
う
な
作
業
を
通
し
て
韓

国
木
簡
の
規
格
資
料
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
欠
失
品
木
簡
を
完
形
木
簡
と

区
別
し
た
の
は
、
可
能
な
限
り
不
確
実
性
を
除
去
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
調
査
で
は
長
さ
と
幅
と
の
二
資
料
を
通
し
て
木
簡
法
量
を
把
握
し
よ
う
と

思
う
。
こ
の
統
計
で
は
楽
浪
遺
跡
出
土
の
漢
簡
を
除
外
し
た
。
楽
浪
遺
跡
の
木

簡
は
朝
鮮
半
島
内
で
出
土
し
た
木
簡
資
料
と
し
て
一
定
の
意
義
を
持
っ
て
い
る

の
は
事
実
だ
が
、
外
来
文
化
の
所
産
と
し
て
厳
密
な
意
味
で
の
韓
国
木
簡
と
把

握
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
集
成
表
で
使
用
す
る
長
さ
と
幅

は
す
べ
て
最
大
値
を
基
準
に
し
、
断
面
方
形
の
場
合
は
広
い
面
を
幅
と
把
握
し

た
。
但
し
、
報
告
書
上
で
最
大
値
と
最
小
値
と
の
確
認
が
不
可
能
な
も
の
は
報

告
書
の
数
値
を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
図
２
と
図
３
は
、
表
３

・
４
の
資
料
に
集
め
ら
れ
た
数
値
を
基
本
と
し
て
韓
国
木
簡
の
法
量
の
全
体
的

様
相
を
も
う
少
し
理
解
し
易
く
す
る
た
め
に
グ
ラ
フ
で
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

図
２
の
グ
ラ
フ
上
に
見
ら
れ
る
際
だ
っ
た
特
徴
は
、
先
ず
、
長
さ
に
お
い
て

長
短
の
差
が
極
め
て
大
き
く
分
散
し
て
現
れ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
長
さ

の
分
布
様
相
は
比
較
資
料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
作
成
し
た
中
国
魏
晋
代
の

も
の
（
図
４
）
と
大
き
く
対
照
を
成
し
て
い
る
。
全
体
的
な
様
相
を
言
う
な
ら

ば
、
相
対
的
に
密
集
度
が
高
い
区
間
が
あ
る
に
は
あ
る
が
、
規
格
性
を
反
映
す

る
ほ
ど
の
密
集
度
を
示
す
群
集
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
図
５
・
図
６
は

こ
の
よ
う
な
韓
国
木
簡
の
長
さ
と
幅
と
の
密
集
分
布
様
相
を
計
量
化
し
て
み
る

た
め
、
各
数
値
別
に
序
列
化
し
た
後
、
五
㎝
並
び
に
一
�
の
範
囲
ご
と
に
区
間

別
分
布
状
態
の
百
分
率
を
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業
に
よ
っ

て
、
長
さ
が
相
対
的
に
密
集
す
る
区
間
は
完
形
木
簡
の
場
合
、
十
〜
二
十
�
間

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
全
体
の
五
十
％
に
達
す
る
二
六
点
の
木

簡
が
十
〜
二
十
�
間
の
範
囲
内
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
木
簡
の
長
さ
が
大
き
く
分
散
し
て
い
る
様
相
は
、
完
形
木
簡

と
欠
失
品
木
簡
い
ず
れ
に
も
同
様
に
観
察
さ
れ
る
。
た
だ
、
欠
失
品
木
簡
で
密

集
分
布
範
囲
は
、
完
形
木
簡
よ
り
五
�
ほ
ど
短
い
五
〜
十
五
�
間
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。
長
さ
の
分
布
は
、
集
成
し
た
資
料
で
み
る
と
、
二
〜
三
七

�
の
範
囲
に
か
け
て
で
あ
り
、
扶
余
陵
山
里
八
次
調
査
で
追
加
出
土
し
た
木
簡

が
既
存
の
最
大
長
を
超
え
て
四
四
�
に
達
し
、
二
〜
四
四
�
の
範
囲
を
示
し
て

い（
２６
）
る
。
幅
の
場
合
、
や
は
り
、
一
〜
四
・
五
�
の
範
囲
内
に
分
散
し
て
い
る
様

相
で
あ
り
、
敢
え
て
密
集
す
る
範
囲
を
あ
げ
る
な
ら
ば
一
・
五
〜
三
・
五
�
の

も
の
が
多
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
韓
国
木
簡
の
規
格
が
持
つ

意
味
を
中
国
木
簡
資
料
と
比
較
す
る
た
め
、
我
国
の
木
簡
と
時
期
的
に
最
も
近

い
魏
晋
代
木
簡
の
規
格
を
、
図
２
・
図
３
と
同
じ
方
法
で
グ
ラ
フ
に
示
し
た
も

の
が
図
４
で
あ（
２７
）
る
。
図
４
で
中
国
魏
晋
代
木
簡
の
法
量
を
み
る
と
、
九
十
％
以

上
の
木
簡
長
が
二
四
〜
二
八
�
の
範
囲
内
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
長

さ
が
比
較
的
均
等
に
表
れ
て
お
り
、
一
定
の
規
格
性
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
魏
晋
代
木
簡
の
場
合
も
木
簡
の
幅
は
相
対
的
に
分

散
し
て
い
る
。
ま
た
、
韓
国
木
簡
の
幅
が
大
体
五
�
を
超
え
な
い
の
に
比
べ
、

魏
晋
代
木
簡
は
十
�
を
越
え
る
木
簡
が
相
当
数
入
っ
て
お
り
、
両
国
間
の
木
簡
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規
格
の
上
で
指
摘
で
き
る
際
立
っ
た
差
異
と
な
っ
て
い
る
。

中
国
木
簡
の
中
で
最
も
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
漢
代
木
簡
（
漢
簡
）
の
場
合
、

幅
一
�
の
木
、
も
し
く
は
竹
の
札
に
文
字
を
一
行
記
載
し
た
も
の
が
一
般
的
な

形
態
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
簡
」
と
呼
ん
だ
。
漢
簡
で
は
通
常
の
長
さ
一
尺
を
「
尺

牘
」
と
い
っ
た
が
、
木
簡
の
長
さ
が
書
物
の
格
を
決
め
る
規
格
の
存
在
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
長
さ
の
単
位
一
尺
は
、
も
ち
ろ
ん
、
漢

尺
の
一
尺
を
い
い
、
メ
ー
ト
ル
法
に
換
算
す
る
と
二
三
�
に
近
い
も
の
に
な
る

だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
普
通
の
文
書
は
一
尺
、
皇
帝
の
詔
は
「
尺
一
詔
」
と
い

い
一
尺
一
寸
、
軍
書
で
あ
る
檄
は
二
尺
、
論
語
は
八
寸
、
孝
経
は
一
尺
二
寸
、

春
秋
は
二
尺
四
寸
な
ど
の
規
格
性
が
守
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

中
国
木
簡
の
規
格
性
は
、
図
４
で
み
た
よ
う
に
、
後
期
の
木
簡
資
料
で
も
相
対

的
に
密
集
す
る
分
布
状
態
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。

日
本
木
簡
の
規
格
に
つ
い
て
は
、
多
少
、
相
反
す
る
視
角
が
共
存
す
る
よ
う

で
あ
る
。
館
野
和
己
は
日
本
木
簡
に
特
定
し
た
規
格
性
が
存
在
し
な
い
と
い
う
。

長
さ
二
十
〜
三
十
�
、
幅
二
〜
四
�
程
度
の
も
の
が
多
い
が
、
そ
れ
よ
り
大
き

い
も
の
、
小
さ
い
も
の
も
多
く
、
色
と
り
ど
り
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

中
国
の
よ
う
に
特
定
の
用
途
に
特
定
の
法
量
が
決
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、

使
用
す
る
の
に
適
当
な
法
量
に
作
っ
た
と
見
る
見
解
で
あ（
２８
）
る
。
し
か
し
、
平
川

南
は
、
漢
簡
と
同
じ
よ
う
に
整
然
と
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
日
本
木
簡
に
も

規
格
性
が
あ
っ
た
と
見
る
。
郡
符
木
簡
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
通
常
の
文
書
木

簡
も
一
尺
の
二
倍
程
の
二
尺
程
度
を
意
識
的
に
採
用
し
て
い
た
と
い
う
も
の
で

あ（
２９
）
る
。
こ
こ
で
の
一
尺
は
天
平
尺
を
意
味
す
る
も
の
と
見
ら
れ
、
こ
れ
は
メ
ー

ト
ル
法
に
換
算
す
る
と
三
十
㎝
ほ
ど
に
な
る
。
平
川
南
に
よ
れ
ば
、
日
本
木
簡

は
、
通
常
、
長
さ
二
十
〜
四
十
�
、
幅
は
三
〜
五
�
程
度
の
規
格
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
。

韓
国
木
簡
の
場
合
、
漢
尺
よ
り
時
代
が
さ
ら
に
近
い
二
聖
山
城
出
土
の
唐
尺

（
二
九
・
八
�
）
や
高
句
麗
尺
（
三
五
・
六
�
）
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
検
討

し
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
本
稿
で
集
成
し
た
完
形
木
簡
の
長
さ
の
資

料
を
通
し
て
み
る
と
、
精
巧
な
水
準
の
規
格
性
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
み
る
の

が
妥
当
な
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
木
簡
の
用
途
や
機
能
、
出
土
遺

跡
の
地
域
性
と
関
係
な
く
、
単
純
に
規
格
の
み
統
計
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
一

定
の
限
界
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

２
、
形
態
な
ら
び
に
書
式
上
の
特
徴

木
簡
の
形
態
に
お
い
て
は
、
横
断
面
が
狭
い
長
方
形
、
も
し
く
は
、
レ
ン
ズ

形
と
も
い
え
る
板
状
を
な
す
も
の
が
最
も
多
い
。
板
状
木
簡
が
中
国
や
日
本
の

木
簡
の
場
合
に
お
い
て
も
最
も
一
般
的
な
形
態
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で

あ
る
。
木
簡
出
土
遺
跡
の
分
布
で
み
る
と
、
益
山
弥
勒
寺
跡
と
金
海
鳳
凰
洞
の

二
遺
跡
を
除
外
し
た
残
り
す
べ
て
の
遺
跡
で
板
状
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
例

外
的
な
上
記
二
遺
跡
の
場
合
、
出
土
数
自
体
が
一
〜
二
点
に
過
ぎ
ず
、
出
土
し

た
木
簡
が
遺
物
複
合
体
の
部
分
的
な
情
報
の
み
を
反
映
し
た
結
果
の
よ
う
で
あ

る
。
木
簡
の
形
態
に
つ
い
て
の
観
察
で
先
ず
注
目
さ
れ
る
点
は
、
板
状
木
簡
と

は
異
な
る
横
断
面
が
正
方
形
や
長
方
形
の
四
角
柱
状
木
簡
と
、
横
断
面
が
円
形

に
近
い
円
柱
状
木
簡
な
ど
、
多
面
墨
書
木
簡
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

板
状
木
簡
が
表
面
や
表
裏
両
面
の
み
を
記
録
空
間
と
し
て
使
用
で
き
る
の
に
対

し
、
こ
の
よ
う
な
四
角
柱
状
・
円
柱
状
木
簡
は
三
面
・
四
面
も
し
く
は
そ
れ
以

上
の
面
を
記
録
空
間
と
し
て
活
用
で
き
る
と
い
う
点
で
、
記
録
材
と
し
て
よ
り

高
い
効
率
性
が
認
め
ら
れ
る
。
多
面
墨
書
木
簡
の
独
特
な
例
と
し
て
雁
鴨
池
出

土
の
円
柱
木
簡
の
場
合
、
木
簡
の
周
囲
六
面
に
か
け
て
墨
書
を
残
す
場
合
も
あ

る
。
円
柱
状
木
簡
を
含
め
、
こ
の
よ
う
な
多
面
墨
書
木
簡
が
出
土
し
た
遺
跡
は
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二
聖
山
城
、
陵
山
里
、
弥
勒
寺
跡
、
月
城
垓
字
、
金
海
鳳
凰
洞
、
慶
州
皇
南
洞

３７６
遺
跡
、
雁
鴨
池
な
ど
七
箇
所
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
出
土
頻
度
は
木
簡
出
土
の

全
遺
跡
十
一
箇
所
の
六
四
％
に
達
す
る
。
ま
た
、
多
面
墨
書
木
簡
が
出
土
し
た

遺
跡
は
六
世
紀
初
の
二
聖
山
城
か
ら
七
世
紀
前
半
と
考
え
ら
れ
る
慶
州
月
城
垓

字
と
八
世
紀
後
半
の
雁
鴨
池
に
ま
で
至
っ
て
お
り
、
韓
国
木
簡
使
用
の
全
期
間

に
か
け
て
活
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
韓
国
木
簡
の
形
態
的
多
様
性

を
示
す
資
料
と
な
り
得
る
。

木
簡
の
書
式
に
つ
い
て
は
、
形
態
的
要
素
と
関
連
す
る
も
の
と
し
て
各
面
で

の
墨
書
行
を
調
べ
た
。
表
２
の
墨
書
行
は
一
面
で
の
書
行
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
墨
書
行
の
使
用
に
お
い
て
は
、
六
世
紀
代
の
木
簡
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

扶
余
陵
山
里
木
簡
や
官
北
里
木
簡
で
一
行
書
で
は
な
く
二
、
三
行
書
の
使
用
例

が
現
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
日
本
木
簡
の
場
合
、
七
世
紀
の
木
簡
で

一
行
書
が
多
く
、
そ
の
後
、
一
つ
の
木
簡
に
な
る
べ
く
多
く
の
文
字
を
書
き
入

れ
る
必
要
か
ら
複
数
行
書
や
表
裏
両
面
記
載
方
式
が
現
れ
た
も
の
と
知
ら
れ
て

い（
３０
）
る
。

し
か
も
、
木
簡
の
記
載
方
式
の
発
展
と
関
連
し
て
、
韓
国
木
簡
の
場
合
、
六

世
紀
初
の
も
の
で
あ
る
二
聖
山
城
「
辛
卯
」
銘
木
簡
か
ら
断
面
方
形
の
木
簡
材

を
使
用
し
た
四
面
記
載
方
法
を
使
用
し
て
い
る
点
に
注
目
し
て
み
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
よ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
多
面
墨
書
木
簡
の
性
格
に
つ
い
て
は
多
様
な
解

釈
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
多
面
墨
書
木
簡
を
、
表
面
や
表
裏
両
面
使
用
の
板
状
木

簡
よ
り
さ
ら
に
複
雑
化
し
発
達
し
た
木
簡
形
態
と
見
る
な
ら
ば
、
一
行
書
か
ら

複
数
行
書
や
表
裏
両
面
記
載
へ
発
展
し
た
と
い
う
日
本
木
簡
の
発
展
過
程
と
比

較
し
て
み
る
時
、
多
面
墨
書
木
簡
の
存
在
は
、
韓
国
木
簡
の
初
期
形
態
が
向
後

の
出
土
遺
物
に
よ
っ
て
、
よ
り
遡
り
う
る
こ
と
を
暗
示
す
る
資
料
と
な
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
多
面
墨
書
木
簡
の
記
載
方
法
が
、
板
状
木
簡
の
表
裏
両
面
記
載

方
法
よ
り
製
作
時
期
が
遡
る
、
よ
り
古
拙
な
形
態
の
も
の
と
み
る
視
角
も
あ
り

得
る
。
二
聖
山
城
出
土
木
簡
の
う
ち
、
戊
辰
銘
、
辛
卯
銘
木
簡
が
四
角
柱
状
で

あ
っ
た
の
に
比
べ
、
よ
り
後
代
に
製
作
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
Ａ
地
区
や
Ｃ
地
区

の
新
羅
文
化
層
か
ら
発
見
さ
れ
た
木
簡
が
板
状
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
部
分
に

対
す
る
示
唆
を
提
供
し
て
い
る
。

懸
垂
や
定
置
に
よ
る
構
造
で
は
、
板
状
木
簡
の
場
合
、
上
端
も
し
く
は
下
端

に
、
そ
し
て
稀
に
上
下
両
端
に
Ｖ
字
形
の
切
込
み
を
作
る
も
の
が
一
般
的
で
あ

る
。
し
か
し
、
少
数
の
場
合
に
上
端
、
も
し
く
は
、
下
端
に
円
孔
を
穿
つ
も
の

が
あ
る
。
多
面
墨
書
木
簡
の
場
合
、
大
体
、
懸
垂
・
定
置
用
構
造
を
発
見
し
難

い
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
類
型
の
木
簡
の
機
能
と
も
関
連
す
る
問
題
で
あ

ろ
う
。
扶
余
陵
山
里
で
発
掘
さ
れ
た
刻
書
墨
書
木
簡
の
場
合
、
下
端
部
を
削
り

だ
し
、
長
方
形
の
孔
に
差
し
て
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
や

は
り
木
簡
の
用
途
が
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
は
異
な
る
特
殊
な
性
格

を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
始
ま
る
構
造
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
お
わ
り
に

韓
国
木
簡
は
最
近
に
至
る
ま
で
、
長
い
間
、
雁
鴨
池
木
簡
を
中
心
と
す
る
新

羅
木
簡
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
最
近
、
高

句
麗
木
簡
の
出
現
で
三
国
時
代
の
三
国
木
簡
の
面
貌
が
す
べ
て
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
百
済
木
簡
も
や
は
り
内
容
上
や
量
的
に
比
重
が
大
き
く
な
っ
た
。
出

土
量
で
み
る
と
、
古
新
羅
と
統
一
期
を
含
め
て
新
羅
木
簡
が
最
も
多
い
が
、
木

簡
出
土
遺
跡
の
分
布
数
に
お
い
て
、
百
済
遺
跡
が
新
羅
遺
跡
と
同
じ
五
箇
所
に

至
っ
て
い
る
こ
と
は
特
記
す
る
ほ
ど
の
資
料
増
加
だ
と
い
え
る
。

遺
跡
の
性
格
に
お
い
て
は
、
韓
国
木
簡
出
土
遺
跡
の
中
に
墳
墓
遺
跡
が
発
見
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さ
れ
て
い
な
い
点
を
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
は
中
国
木
簡
に
副
葬
品
関
連
記
録
を

残
す
墳
墓
埋
納
木
牘
の
発
見
例
が
多
い
こ
と
と
大
き
く
区
別
さ
れ
る
特
徴
で
あ

る
。
今
ま
で
の
古
墳
調
査
状
況
か
ら
推
測
し
て
、
韓
国
木
簡
に
は
墳
墓
埋
納
の

伝
統
が
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
韓
中
木
簡
間
の
差
異
は
文

化
的
な
差
を
反
映
す
る
現
象
で
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
同
じ
朝
鮮
半
島
内
で
使

用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
平
壌
楽
浪
の
彩
篋
塚
木
簡
が
持
つ
墳
墓
埋
納

慣
習
が
高
句
麗
・
百
済
木
簡
に
続
か
な
い
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
差
を
示
し
て

い
る
。
韓
国
木
簡
の
使
用
時
期
幅
は
、
二
聖
山
城
木
簡
の
六
世
紀
初
か
ら
雁
鴨

池
木
簡
の
八
世
紀
中
葉
に
至
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

韓
国
木
簡
は
、
長
さ
と
幅
と
に
お
い
て
長
短
広
狭
の
差
が
大
き
く
表
れ
て
お

り
、
明
瞭
な
規
格
性
を
反
映
す
る
様
相
を
発
見
し
難
い
。
韓
国
木
簡
の
全
体
的

な
長
さ
の
分
布
は
二
〜
四
四
�
に
か
け
て
で
あ
る
が
、
長
さ
が
相
対
的
に
密
集

す
る
範
囲
は
十
〜
二
十
�
で
あ
る
。
幅
は
や
は
り
一
〜
四
・
五
�
の
範
囲
内
に

分
散
し
て
い
る
様
相
で
あ
り
、
密
集
す
る
範
囲
を
探
す
な
ら
ば
一
・
五
〜
三
・

五
�
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
完
形
木
簡
の
長
さ
と
幅

と
を
通
し
て
み
る
な
ら
ば
、
韓
国
木
簡
に
精
巧
な
水
準
の
規
格
性
は
存
在
し
な

か
っ
た
と
い
え
る
。
韓
国
木
簡
と
時
期
的
に
近
い
中
国
魏
晋
代
木
簡
の
場
合
、

九
十
％
以
上
の
木
簡
長
が
二
四
〜
二
八
�
の
狭
い
範
囲
内
に
入
っ
て
お
り
、
分

布
範
囲
が
相
対
的
に
分
散
し
て
い
る
韓
国
木
簡
と
異
な
る
面
貌
を
見
せ
て
い
る
。

し
か
し
、
魏
晋
代
木
簡
の
場
合
も
木
簡
の
幅
は
多
様
で
あ
り
、
韓
国
木
簡
の
幅

が
お
お
よ
そ
五
�
を
超
え
な
い
の
に
比
べ
、
魏
晋
代
木
簡
は
十
�
を
超
え
る
木

簡
が
相
当
数
あ
り
、
両
国
の
木
簡
形
態
の
顕
著
な
差
と
な
っ
て
い
る
。

木
簡
の
形
態
は
板
状
を
な
す
も
の
が
最
も
多
い
が
、
板
状
で
は
な
い
四
角
柱

状
木
簡
と
円
柱
状
木
簡
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
点
が
目
立
つ
。
こ
の
よ
う
な
多

面
墨
書
木
簡
が
出
土
す
る
遺
跡
は
、
木
簡
出
土
の
全
遺
跡
十
一
箇
所
の
六
四
％

に
該
当
す
る
七
箇
所
に
達
す
る
。
ま
た
、
多
面
墨
書
木
簡
は
、
六
世
紀
初
の
も

の
か
ら
八
世
紀
後
半
の
も
の
に
至
る
ま
で
、
木
簡
使
用
の
全
時
期
に
か
け
て
見

ら
れ
、
韓
国
木
簡
の
形
態
的
多
様
性
を
示
し
て
い
る
。
日
本
木
簡
で
は
、
七
世

紀
の
木
簡
で
一
行
書
が
多
く
、
そ
の
後
、
一
つ
の
木
簡
に
な
る
べ
く
多
数
の
文

字
を
書
き
入
れ
る
必
要
か
ら
複
数
行
書
や
表
裏
両
面
記
載
方
式
が
出
現
し
た
も

の
と
知
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
韓
国
木
簡
の
場
合
、
六
世
紀
初
の
も
の
で

あ
る
二
聖
山
城
「
辛
卯
」
銘
木
簡
か
ら
既
に
断
面
方
形
の
木
簡
材
を
利
用
し
て

四
面
記
載
方
法
を
用
い
て
い
る
。
多
面
墨
書
木
簡
の
広
範
囲
の
使
用
も
韓
国
木

簡
の
形
態
の
一
つ
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

書
式
は
六
世
紀
代
の
木
簡
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
扶
余
陵
山
里
木
簡
や
官
北

里
木
簡
で
一
行
書
で
は
な
く
二
、
三
行
書
の
使
用
例
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
懸
垂
や
定
置
に
よ
る
構
造
と
し
て
は
、
板
状
木
簡
の
場
合
、
上

端
も
し
く
は
下
端
に
、
そ
し
て
稀
に
上
下
両
端
に
Ｖ
字
形
の
切
込
み
を
作
る
も

の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
数
の
場
合
に
、
上
端
、
も
し
く
は
、
下
端

に
円
孔
を
穿
つ
も
の
が
あ
る
。
多
面
墨
書
木
簡
の
場
合
に
は
、
大
体
、
懸
垂
・

定
置
用
構
造
を
発
見
し
難
い
。
特
殊
な
例
と
し
て
、
扶
余
陵
山
里
で
発
掘
さ
れ

た
刻
書
墨
書
木
簡
の
場
合
、
下
端
部
を
削
り
だ
し
、
長
方
形
の
孔
に
差
し
て
立

て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
懸
垂
用
と
い
う
よ
り
も
定
置
用
と
呼

ぶ
の
が
相
応
し
い
も
の
で
、
韓
国
木
簡
の
形
態
の
独
特
な
例
と
な
っ
て
い
る
。
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【
注
】

（
１
）
長
沙
市
文
物
工
作
隊
・
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
「
長
沙
走
馬
樓
j２２
発
掘
簡
報
」

『
文
物
』
一
九
九
九
―
五
期
�

（
２
）
直
木
孝
次
郎
「
木
簡
研
究
の
意
義
」『
季
刊
考
古
学
』
第
十
八
号
、
雄
山
閣
、
一
九

八
七
�

高
島
英
地
『
古
代
出
土
文
字
資
料
研
究
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
〇
�

（
３
）
朴
仲
煥
「
扶
餘

陵
山
里
發
掘

木
簡

豫
報
」『

』
第
二
十
八
輯
、

二
〇
〇
二
・
十
二
�

（
４
）
本
論
は
、『
國
立
公
州
博
物
館
紀
要
』
第
二
輯
に
掲
載
さ
れ
た
内
容
の
一
部
を
修
正

補
完
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
扶
余
陵
山
里
出
土
木
簡
と
扶
余
宮
南
池
追
加

出
土
木
簡
な
ど
の
資
料
が
報
告
書
未
刊
な
ど
の
理
由
で
集
成
表
で
は
扱
わ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
韓
国
木
簡
全
体
の
形
態
的
特
徴
を
探
る
こ
と
は
こ
こ
で
用
い
ら

れ
た
資
料
だ
け
で
も
可
能
だ
と
考
え
る
。

（
５
）
李
成
市
「
韓
國
木
簡

咸
安
城
山
山
城

木
簡
」『
韓
國
古

代
史
�
究
』
十
九
、

、
二
〇
〇
〇
�

（
６
）
駒
井
和
愛
『
楽
浪
―
漢
文
化
の
残
像
』、
一
九
七
二
�
一
一
五
〜
一
一
八
頁

（
７
）
文
化
公
報
部
文
化
財
管
理
局
『
雁
鴨
池
』、
一
九
七
八
�

李
基
東
「
雁
鴨
池

出
土

新
羅
木
簡

」『
慶
州
史
學
』
一
、
一

九
七
九
�

高
敬
�
『
新
羅
月
池
出
土
在
銘
遺
物

銘
文
�
究
』
東
亞
大
學
校
大
學
院

史
學
科
碩
士
學
位
論
文

（
８
）
國
立
扶
餘
文
化
財
�
究
所
『
彌
勒
寺
―
遺
蹟
發
掘
調
査
報
告
書
―
』
Ⅱ
、
一
九
九

六
�
五
〇
三
頁

（
９
）
趙
由
典
ほ
か
『
月
城
垓
字
試
掘
調
査
報
告
書
』、
文
化
財
�
究
所
慶
州
古
蹟
發
掘
調

査
團
、
一
九
八
五
�

趙
由
典
・
南
時
鎭
『
月
城
垓
字
發
掘
調
査
報
告
書
』
Ⅰ
、
文
化
財
�
究
所
慶
州
古

蹟
發
掘
調
査
團
、
一
九
九
〇
�

（
１０
）
「
戊
辰
年
」
銘
木
簡
の
年
代
と
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
文
献
が
あ
る
。

『
二
聖
山
城
三
次
發
掘
調
査
報
告
書
』、
一
九
九
一
�

朱
甫
暾
「
二
聖
山
城
出
土
木
簡

道
使
」『
慶
北
史
學
』
十
四
、
一
九
九
一
�

金
昌
鎬
「
二
聖
山
城
出
土
木
簡

年
代
問
題
」『
韓
國
上
古
史
學
報
』
十
二
、
一

九
九
二
�

李
道
學
「
二
聖
山
城
出
土
木
簡

檢
討
」『
韓
國
上
古
史
學
報
』
十
三
、
一
九
九

三
�

（
１１
）
漢
陽
大
學
校
博
物
館
『
二
聖
山
城
―
第
８
次
發
掘
調
査
報
告
書
―
』
、
二
〇
〇
〇
�

二
八
五
〜
二
八
八
頁

（
１２
）
釜
山
廣
域
市
立
博
物
館
�
泉
分
館
『
特
別
展
―
遺
物

古
代
文
字
―
』、

一
九
九
七
�

（
１３
）
國
立
昌
原
文
化
財
�
究
所
『
咸
安

城
山
山
城
』、
一
九
九
八
�

朴
鍾
�
「
咸
安

城
山
山
城

發
掘
調
査

木
簡
」『
韓
國
古
代
史
�
究
』
十
九
、

、
二
〇
〇
〇
�

（
１４
）
朱
甫
暾
「
咸
安

城
山
山
城

出
土
木
簡

基
礎
的

檢
討
」『
韓
國
古
代
史
�

究
』
十
九
、

、
二
〇
〇
〇
�
六
一
〜
六
七
頁

（
１５
）
李
成
市
「
韓
國
木
簡

咸
安
城
山
山
城

木
簡
」『
韓
國
古

代
史
�
究
』
十
九
、

、
二
〇
〇
〇
�
一
〇
二
〜
一
〇
三
頁

（
１６
）
平
川
南
「
日
本
古
代
木
簡

研
究

現
状

新
�
點
」『
韓
國
古
代
史
�
究
』
十

九
、

、
二
〇
〇
〇
�
一
三
九
頁

（
１７
）
忠
南
大
學
校
博
物
館
『
扶
餘
官
北
里
百
濟
遺
蹟
發
掘
報
告
』
Ⅰ
、
一
九
八
五
�

（
１８
）
崔
孟
植
・
金
容
民
「
扶
餘
宮
南
池
内
部
發
掘
調
査
�
報
―
百
濟
木
簡
出
土
意
義

成
果
」『
韓
國
上
古
史
學
報
』
二
十
、
一
九
九
五
�

朴
賢
淑
「
宮
南
池
出
土
百
濟
木
簡

王
都
五
部
制
」『
韓
國
史
�
究
』
九
十
二
、

一
九
九
六
�

國
立
扶
餘
文
化
財
�
究
所
『
宮
南
池
』、
一
九
九
九
�

李
鎔
賢
「
扶
餘

宮
南
池

出
土

木
簡

年
代

性
格
」『
宮
南
池
』（
附
録
）、

國
立
扶
餘
文
化
財
�
究
所
、
一
九
九
九
�

（
１９
）
忠
南
大
學
校
博
物
館
『
扶
餘
雙
北
（
２
）
住
宅
建
設
事
業
地
區
内
文
化
遺
蹟
發
掘

調
査
略
報
告
』
、
忠
南
大
學
校
博
物
館
・
大
韓
住
宅
公
�
忠
南
支
�
、
一
九
九
八
�

（
２０
）

「

」
並
び
に
報

道
資
料
、
二
〇
〇
一
・
七
・
六
�

（
２１
）
朴
仲
煥
「
扶
餘

陵
山
里
發
掘

木
簡

豫
報
」『

』
第
二
十
八
輯
、

二
〇
〇
二
・
十
二
�

（
２２
）
こ
の
表
は
朴
鍾
�
「
咸
安

城
山
山
城

發
掘
調
査

木
簡
」『
韓
國
古
代
史
�

究
』
十
九
、

、
二
〇
〇
〇
�
二
八
頁
の
表
を
参
考
に
し
て
内

容
の
一
部
を
修
正
補
完
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
２３
）
本
稿
の
表
と
図
を
作
成
す
る
の
に
参
考
と
し
た
個
別
の
木
簡
資
料
に
関
す
る
関
連

文
献
は
表
１
の
関
連
文
献
と
同
じ
で
あ
る
。

（
２４
）
李
均
名
・
何
雙
全
『
散
見
簡
牘
合
輯
』、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
�

（
２５
）
謝
桂
華
「

魏
晉
代

漢
文
簡
紙
文
書

城
山
山
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城

木
簡
」『

』
十
九
、
二
〇
〇
〇
�
一
五
七
頁

（
２６
）

『
第
８
次

扶
餘

陵
山
里

寺
址

』、
二

〇
〇
二
�

（
２７
）
魏
晋
代
木
簡
の
規
格
に
関
連
す
る
資
料
は
、謝
桂
華
の
論
文（「

魏
晉
代

漢
文
簡
紙
文
書

城
山
山
城

木
簡
」『

』
十
九
、
二
〇
〇
〇
�
一
八
九
〜
一
九
〇
頁
の
付
録
「
墓
葬

簡
牘
」）
に
提
示
さ
れ
た
木
簡
規
格
を
利
用
し
た
。

（
２８
）
館
野
和
己
「
日
本
木
簡
の
特
殊
性
」『
木
簡
―
古
代
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
』、
大

修
館
書
店
、
一
九
九
八
�

（
２９
）
平
川
南
「
日
本
古
代
木
簡

�
究

現
�

新
�
點
」『
韓
國
古
代
史
�
究
』
十

九
、

、
二
〇
〇
〇
�

（
３０
）
平
川
南
「
日
本
古
代
木
簡

�
究

現
�

新
�
點
」『
韓
國
古
代
史
�
究
』
十

九
、

、
二
〇
〇
〇
�
一
二
三
〜
一
二
六
頁

（P
ark,Joong

w
han

韓
国
国
立
公
州
博
物
館
学
芸
研
究
室
長
）

（
し
げ
み

や
す
し

奈
良
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
文
化
財
史
料
学
専
攻
）
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表１ 韓国の木簡調査現況

関連文献

註６文献

註７報告書

註８報告書

註１７報告書

註９報告書

註１１報告書

註１３報告書

註１２報告書

註１８報告書

註１９報告書

註１１報告書

註２０報告書

註３報告書

主要記録内容

・故吏朝鮮丞田肱�遣…。

・韓舍、洗宅など３３点墨書確認。

・天寶十歳（A.D７５１）。

・寶應四年（A.D７６５）。

・…山五月二日…。

・墨痕確認、判読不可。

・典大等�事、使内、道使。

・戊辰年銘、南�城、道使、村
主。

・２４点墨書確認。

・仇利伐、陣城、甘文城、大村、

一伐。

・下椋、中椋

・邁羅城、西�、中�、後巷、
巳達巳斯。

・墨痕確認、判読不可。

・辛卯銘、褥�。
・墨書２点、墨痕２点。

・論語「公冶長」句。

・奉義、无奉、天。

・寶憙寺、子基寺、奈率、對�、
六部五方。

木簡数量

１点

５１点

２点

２点

３１点

２１点

２７点

３点

２点

２点

７点

１点

２３点

計１７３点

調査機関

朝鮮古蹟調査会

文化財研究所

文化財研究所

忠南大学校博物館

文化財研究所

漢陽大学校博物館

昌原文化財研究所

東国大学校慶州キャンパス

博物館

扶余文化財研究所

忠南大学校博物館

漢陽大学校博物館

釜山大学校博物館

国立扶余博物館

出土遺跡

平壌彩篋塚

慶州雁鴨池

益山弥勒寺跡

扶余官北里

慶州月城垓字

河南二聖山城

（３～４次調査）

咸安城山山城

慶州皇南洞３７６遺跡

扶余宮南池

扶余雙北里

河南二聖山城

（８次調査）

金海鳳凰洞

扶余陵山里寺跡

調査期間

１９３１

１９７５

１９８０

１９８３

１９８４

１９９０～１９９１

１９９２～１９９４

１９９４

１９９５

１９９８

２０００

２０００

２０００～２００１
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表２ 遺跡の性格と木簡の形態的特徴

形態並びに書式上の特徴

懸垂（定置）用構造

未詳

上端V字溝

上端V字溝

上端円孔

下端部尖状構造

上端円孔

上端V字溝

未詳

下端V字溝

下端円孔

未詳

下端V字溝

未詳

上端V字溝

上下端V字溝

上端円孔

未詳

書式

表面墨書

三面墨書

四面墨書

一行書

表面墨書

三行書

表面墨書

表裏両面墨書

四面墨書

刻書墨書混用

一，二行書

表裏両面墨書

二行書

未詳

四面墨書

一，三行書

表面墨書

表裏両面墨書

一行書

四面墨書

一行書

表面墨書

四面墨書

一行書

表裏両面墨書

一行書

表面墨書

表裏両面墨書

三面墨書

六面墨書

一，二行書

三行書

形態

板状四角柱状

板状

板状

四角柱状

圓柱状

板状

板状

四角柱状

板状

四角柱状

板状

四角柱状

板状

四角柱状

板状

四角柱状

円柱状

板状

製作時期

６世紀初

（５１１～５４８年）

６世紀中葉～

７世紀前半

６世紀中・後半

（５４０～５７０年）

７世紀中葉

（６３４～６６０年）

７世紀中葉

７世紀

６世紀後半

（５５９～５７０年）

６～８世紀頃

７世紀前半

８世紀前半

８世紀後半

（７５１～７７４年）

３世紀初

遺跡の性格

山城

宮苑

寺刹

宮苑

官公建物址

寺刹

山城

低湿地

王城

垓字

工房址

宮苑

墳墓

出土遺跡名

二聖山城

官北里

陵山里

宮南池

雙北里

弥勒寺跡

城山山城

金海鳳凰洞

月城垓字

慶州皇南洞

３７６遺跡

雁鴨池

平壌彩篋塚

国名

高句麗

百濟

〃

〃

〃

〃

新羅

（古新羅）

〃（？）

〃

統一新羅

〃

外来木簡

（漢）
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表３ 完形木簡の法量

幅（�）
２．８

３．０

３．０

２．６５

２．７５

４．２

１．４

１．４

２．６

２．６

２．１５

１．４５

４．２

４．２

２．５

４．５

５．６

３．８

２．０

１．５

３．３

１．９

３．６

４．５

０．６

１．０

１．２

１．０

１．２

１．６

３．３

１．５

２．７

３．３

３．５

２．８

１．７

１．６

２．８

２．８

２．５

２．５

２．０

１．９

２．２

２．５

３．８

４．５

４．０

２．６

２．２

２．０

長（�）
３１．８

２３．５

１７．０

９．３５

１５．３

１１．３

１２．５

１２．８

１３．０

１４．５

９．４

８．８

１４．５

１６．２

２８．５

１８．０

３０．０

１１．５

１３．０

１７．０

１５．４

１８．２

１１．０

３７．５

４．０

５．１

３．８

２．１

３．５

１４．８

３３．４

７．１

２５．０

２５．２

２６．９

２０．０

１７．７

１７．５

２０．５

２０．８

２１．１

１８．６

１９．７

１７．９

１５．９

１６．０

２２．８

３５．０

２０．６

１４．８

３３．５

１７．５

遺物番号

図版１８５－３９８，３９９

図版１８６－４０２，４０３

図版１８６－４０４，４０５

図版１８６－４０６，４０７

図版１８７－４０８，４０９

図版１８７－４１０，４１１

図版１８７－４１２，４１３

図版１８７－４１４，４１５

図版１８７－４１６，４１７

図版１８８－４１８，４１９

図版１８８－４２０，４２１

図版１８８－４２２，４２３

図版１８８－４２４，４２５

図版１８８－４２６，４２７

図版１８９－４２８，４２９

図版１８９－４３０，４３１

図版１８９－４３２，４３３

図版１８９－４３６，４３７

図版１９０－４３８，４３９

図版１９０－４４０，４４１

図版１９０－４４２，４４３

図版１９０－４４７，４４８

図版１９０－４４９，４５０

番号なし

番号なし

図４４－�
図４４－�
図４４－�
図４４－�
図４４－�
図４４－�
図４２－�
木簡２

木簡３

木簡４

７

８

９

１０

１１

１２

１４

１７

１８

２０

２４

２５

出土遺跡（完形）

雁鴨池

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

二聖山城３次調査

〃

〃

〃

〃

〃

二聖山城４次調査

二聖山城８次調査

〃

〃

咸安城山山城

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

扶余宮南池

扶余官北里

慶州月城垓字

〃

慶州皇南洞３７６遺跡

表４ 欠失品木簡の法量

現在幅（�）
１．７

２．７

１．８

２．５

２．５

３．０

４．２

３．２

４．６

３．５

１．７

１．７

１．３５

４．６

１．５

１．６

１．５

１．４

１．６

１．７

２．５

３．０

１．３

１．７

４．４

３．６

２．５

１．６

３．０

２．６

３．０

３．４

３．３

１．７

２．２

２．０

１．８

３．１

２．６

３．９

２．９

１．９

現在長（�）
１６．５

９．０

４．３

１３．２

４．０

８．５

１７．５

８．０

１５．０

１８．５

１０．３

１２．２

１２．２

９．７

９．１

８．２

６．３

８．８

６．５

４．８

３４．８

１２．５

３５．０

５．９

２３．６

１１．７

８．０

６．５

５．７

２２．７

２３．７

１６．７

１６．０

９．４

１２．６

１０．４

１５．９

２０．３

１２．７

２０．７

１１．４

２０．９

遺物番号

図版１８５－４００，４０１

図版１８９－４３４，４３５

〃

図版１９０－４４４

図版１９０－４４５，４４６

図版１９１－４５２，４５３

大形

小形

図４３

図版４４－�

図版４４－	

図版４４－


図版４４－�

図版４４－�

図版４２－	

図版４２－


図版４２－�

図版４２－�

図版４２－�

図版４２－�

図版４２－�

図版４２－�

木簡１

木簡６

１

２

３

４

５

６

１３

１５

１６

１９

２１

２２

２３

２６

２７

出土遺跡（欠失品）

雁鴨池

〃

〃

〃

〃

〃

弥勒寺跡

〃

二聖山城３次調査

〃

〃

〃

〃

〃

二聖山城４次調査

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

二聖山城８次調査

〃

咸安城山山城

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

扶余官北里

扶余宮南池

金海鳳凰洞
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